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 １２月に入り冬の寒さが厳しくなってきました。１１月２日（木）に行われた，授業参

観・進学説明会には，お忙しい中たくさんの保護者の方にお越し頂きありがとうございま

した。これからも学校とご家庭との関係をより密接なものにし，より良い教育活動につな

げていきたいと思います。 

また，１１月２７日（月）からの３日間，期末テストが行われました。結果は各教科で

順に返却されますので，これからの学習に生かしていってほしいと思います。 

 

進路学習（私学訪問＆名古屋分散研修） 
１１月９日（木）に「進路学習」が行われました。午前中は私立高校の見学，午後は名

古屋の街を散策しました。私立高校見学では，施設や設備に驚くばかりで，今まで見たこ

とのない雰囲気に圧倒されていました。そろそろ進路を考える時期になってきました。ご

家庭でもぜひ話題に挙げていただけるとありがたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の感想 

 

 

 

 

 

 

自由の活動発表会 
 １１月１４日(火)に自由の活動発表会が行われました。自分で設定したテーマについて，

研究や練習・作成を重ね，ポスターセッション形式で発表会を行いました。本年度は，昨

年度なかった調理もテーマに加わり，それぞれの個性を出しながら，会場を盛り上げまし

た。発表する側も，聞く側もルールを守り，とても立派な態度で発表会を行うことができ

たと思います。会場へ足を運んでいただいた保護者のみなさま，お忙しい中ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

電車に間に合うか心配で走ったけど，時

間に間に合ったので良かったです。 

高校では知らないことがたくさんあり，

びっくりしました。予定通りに進められた

のでよかったです。 

私の班は，名古屋港水族館へ行きまし

た。イルカやカメ，チンアナゴなど，様々

な生き物を見ました。 

少し現実と離れた世界のように感じま

した。 



防災学習会  

  １１月１５日（水）に防災学習会を行いました。師崎・大井の２地区の区長さんをお招

きし，自分の住む地域ごとに分かれ，お話を伺いました。地域の防災倉庫や避難場所のお

話など，とても詳しく説明をしていただきました。その後全員が教室にて，町防災専門官

の林修司さんより「共助」についてお話をいただきました。地域の方々と共に助け合うた

めに，日頃のコミュニケーションとあいさつが大切であることを教えていただきました。

生徒たちにとって地域の防災を考えるよい機会になったと思います。 

生徒の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内マラソン大会  

１２月８日(金)第６時限に校内マラソン大会が行われます。例年と同様，女子２,６００

Ｍ(チッタナポリ２周)，男子３,２００Ｍ(チッタナポリ３周)の距離を走ります。女子のスタ

ートを１４：３５，男子は１５：０５頃を予定しています。全員が目標をもち，完走を目

指して頑張ってほしいと思います。ご家庭でも応援をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

１日(金) ⑤⑥マラソン大会事前検診 

⑦委員会 

４日(月) 朝会 

 ５日(火) 口座引落 

６日(水) 朝会・口座引落 

      ⑥防災学習 

８日(金) ⑥マラソン大会 

１１日(月) 朝会 

１２日(火) 個人懇談会（～１４日） 

１５日(金) ⑥学年集会 

２０日(水) ⑥防災学習発表会 

２１日(木) 給食終了 

      ⑥大掃除 

２２日(金) 終業式 

 

 

５日(金) 口座引落 

９日(火) 始業式・身体測定 

１０日(水) 給食開始・実力テスト 

１１日(木) 百人一首大会 

１２日(金) ⑦委員会 

１５日(月) 朝会 

２２日(月) ⑥郷土を語る会 

２８日(木) ⑥音楽鑑賞会 

２９日(月) 朝会 

自分の住んでいる地域の危険性や安全

性がよく分かりました。災害が起こったと

きに，素早く判断し行動できるよう，準備

や訓練に参加するなどしておきたいです。 

また，避難所でできることを探し，実行

し，地域の役に立てるようになりたいで

す。 

これから南海トラフ大地震が起こるか

も知れないので，この先，自分たちには何

ができ，どのようにして周りを助けていく

のかということを考えておく必要がある

と感じました。 


